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監督・脚本ミヒャエル・ハネケ『向いリボン』

パリ、音楽家の夫婦。人生の最終章をともに生きると決めた至高の愛の物語。
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米国アカ ミー賞@最ff力

r白いリボン』でカンヌ国際映画祭ノ《ノレムドーノレを受賞したミヒャエノレ・ハネケ監督。

r愛、アムーノレ』でも2012年カンヌ、パノレムドーノレを受賞し、 2作品連続という快挙を成し遂げた。

たアカデミー賞ノミネートでは、外国語映画で、ありながらく作品賞〉く外国語映画賞〉のダプルノミネート、

のく主演女優賞〉ほかく監督賞〉く脚本賞〉と全5部門でノミネートを果たし世界中を驚かせた。

ルアン・グローブ賞外国語映画賞受賞ほか、世界各国の映画賞を総なめにしている。

名匠ハネケ監督が描く「老いJと「死」。世界が感泣した夫婦の姿。

パリの高級アバルトマンで、穏やかに暮らすジョノレジュとアンヌは 80代の元ピアノ教師の夫婦。

妻が突然、病に倒れ日常が暗転する。麻癖の残る身体となり自宅に戻ったが、変わり果てた姿

をみられたくないと閉じこもりがちになる妻アンヌ。病状は確実に悪化し、心さえも失ってい

く。長年連れ添い、妻を愛しているがゆえに、その意思を尊重し、自宅で世話を続ける夫ジョ

ノレジュだったが、意思の疎通も難しくなった妻との生活に徐々に追い詰められていく。

見逃せない。85歳、エマニュエル・リヴァの迫真の演技。

夫ジョノレジュを演じるのは、『男と女』で、テーマ曲とともにその名を世界に知らしめたジャ

ンニノレイ・トランティニャン。彼をイメージして執筆された脚本、その一つ一つのシーンを

81歳を迎えた彼は、卓越した表現力で印象づける。妻アンヌには、戦後の広島を舞台に

した『二十四時間の情事』のエマニュエノレ・リウマァ。心身の自由が失われていく老婦人の

変化を壮絶に演じきり見事、アカデミー賞主演女優賞にノミネー

ト。さらにハネケ作品の常連となる「ピアニスト』のイザベノレ・ユ

ベール、そして現ヨーロッパで活躍するピアニスト、アレクサンド

ノレ・タローも実名で、登場。劇中の音楽も担当している。


